
 
 
 

１． 令和７年度の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 自己評価 
  ○ 児童生徒の評価                                              ○ 保護者の評価 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 職員の評価                                                 〇本校の成果と課題                  〇学校運営協議会による学校関係者評価             
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

４． 今後の改善方策（２月２６日現在） 

 

 

心豊かに生きる児童・生徒 たくましく生きる児童・生徒 
○自分を大切にできる ○他者を認め、協働できる ○主体的に取り組む ○自己調整しながら、挑戦し続ける 

【学校運営の重点】 

① 児童・生徒の主体性の育成 （各教科授業・特別活動・部活動等すべての教育活動を通して主体性を育む工夫、「自分たちの学校は自分たちでつくる」意識の向上） 

② 「引北らしさ」を生かした教育活動の充実 （探究的な学習の推進、生徒主体による「模擬会社きりやま」の運営、異年齢集団との意味のある交流、日常の授業におけるコミュニケーション活動の充実） 

③ 授業における個別最適な学び、協働的な学びの推進（主体的な学習・継続的な探究学習・コミュニケーションを大切にした共同学習の推進、学習計画を生かし自己調整しながら進める自主学習、効果的なＩＣＴ活用・タ

ブレット端末の活用率向上と協働学習の推進、複式学級における運営と指導向上のための研修推進） 

④ 安心できる居場所づくり（児童生徒支援における共通理解・個に応じた支援の充実、就学支援委員会・発達支援教室の充実、人間関係プログラムの実施、振り返りアンケート・いじめアンケートの実施と丁寧な確認と対

応、積極的ないじめ認知・組織的かつ早期の対応（いじめ対策委員会）） 

⑤ 地域に開かれた教育課程の推進（学校運営協議会や保護者との信頼、協働・地域での学び、地域の方による学習支援の充実） 

令和７年度 引佐北部小中学校 学校評価 【学 校 の 理 念】 みんなでつくる「みさと」の学校 

【学校教育目標】 心豊かにたくましく生きる児童・生徒の育成 

○互いの思いや考えを認め合う意識が育まれている。人との関わりが少しずつ上手になってきている。 

○「主体的」に取り組む、取り組めるようにすることを職員も児童生徒も意識することができた。反面、表れとして

は、依然として指示を待つ子もあり、「自分で考えて行動する」力を付けていくことが課題である。 

○目標設定への意識が低く、中には夢や目標がまだ見つかっていない子「たくましく生きる子」に関する項目が低

めである。「夢をもつ」ことが難しい子もいる。まずは、自己肯定感を高めることにつなげたい。 

○１～９年の縦割り活動で、いじめ問題や「できるようになりたいこと」について話し合う場がもてたことがよかった。

他の人の意見を聞き、自分の考えを広めたり深めたりすることの楽しさを感じている。 

○実行委員会主体で練り上げた運動会、学級体制でのみさとパビリオンと子供たちが「自分たちで創り上げた」とい

う思いを持てる行事となり、生き生きと活躍する姿が見られた。 

【成果】 

児童生徒は互いの考えを尊重し、全学年で 9 割以上が「い

じめを許さない安心できる環境」と評価している。最大の強み

である地域連携は、保護者・職員からほぼ 100％の支持を得

て、多様な活動が展開されている。一貫校の利点を活かした

縦割り活動も評価が高く、異学年交流を通じて役割意識の向

上や相互理解が進んでいる。 

【課題】 

 主体性について、「自分たちの学校をつくる」意識の低さや、

困難に挑み続ける粘り強さの不足が課題である。学習・生活

面では、計画立案や振り返りを行う自己調整能力の定着が課

題であり、挨拶等の基本習慣の徹底も図りたい。また、縦割り

活動の質的向上や一貫校の利点を活かした教育活動の更な

る充実が不可欠である。 

〇主体性と粘り強く挑戦し続けること→自己決定と自己調整を大切にした教育活動を推進する。「自分たちの学校は自分たちで作る」意識の向上。 

〇「引北らしさ」を生かした教育活動の充実に関して→つけたい力と小中の接続を意識した「国際コミュニケーション科」と「ふるさと科」の実践。各ブロックにおける異年齢集団活動の充実と日

常化。上級生が下級生に生活習慣（挨拶や規律）背中で教える文化の醸成。 

〇「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善→授業における「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的充実。基礎学力の定着。効果的な ICT の活用。複式学級における

運営と指導力向上のための研修推進。 

〇安心できる居場所づくり→生徒指導における共通理解、個に応じた支援、教育相談体制の充実。子供の成長を支える基盤として、学校生活全体で、いじめの芽を摘む土壌づくりを推進。 
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〇学習面と主体性の課題 

自主学習への認識に対する子供と大人の差を埋めるた

め、教師が伴走者となり自ら考える力を養う方針を確認し

た。また、基礎学力の定着には家庭の協力が不可欠であ

り、学校と家庭で共通の目標を持つ重要性が強調された。 

〇学校生活と行事のあり方 

児童生徒のアンケート結果などを通じて、「粘り強く取り組

む姿勢」の不足が懸念されている。挨拶などの基本的生活

習慣について、大人が手本となり指導していく方針である。

また、小中一貫校特有の行事の多さについて、子供の成

長への寄与する面を考慮しつつバランス調整していく。 

〇多様な児童への対応 

集団生活において、特定の子だけでなく全員に活躍の場

を与える配慮や、複式学級における「授業の進め方シート」

の活用など、指導の工夫が進められている。子供が自覚す

ることを待つだけでなく、いかに主体的な学習姿勢へ繋げる

かが今後の焦点となる。 

〇いじめへの対応  

成長過程のトラブルやいじめに対し、保護者の意見を尊

重しつつ、学校が丁寧に連携・対応していく方針を確認し

た。                                                                     


